
粉塵抑制剤

解体工事の粉塵抑制



製品の特長

１）　効　果

　コンクリート構造物の圧砕工法等による解体作業時に発生する粉塵抑制に効果

　を発揮します。重機による解体工事（圧砕工法）現場で飛散粉塵濃度測定を実

　施し、抑制効果を確認しました。（➍試験施工　参照）

２）　経済性

　最低濃度が0.1％（1000倍希釈）で粉塵抑制効果を発揮します。

３）　施工性

　既存の設備及び工法等を変更することなく作業が可能です。

製品の概要

　本製品は、天然アルコールを原料として用いた界面活性剤です。

　ほぼ同じ曇点を示す他の界面活性剤に比べて、流動点が低く、低温流動性が良

　好で、冷水への溶解速度も速いため、移送や配合などの作業が容易です。

１）　性　状
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２）　荷　姿
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流 動 点

１

2



➍

差

0.86

1.66 69.17

チリトール

➊

➋

➌

水

0.74

低減率

（％）

ＳＴＥＰ２　撹　拌

2.40

6.50

測定箇所
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●粉塵計　柴田科学㈱　ＬＤ-３Ｋ２（光錯乱方式）　　　●フィルター　東京ダイレック㈱　Ｔ６０Ａ２０

　による飛散粉塵濃度（5カ所）を測定しました。

ＳＴＥＰ１　投　入

●水タンク等に製品を0.1％（水1000ℓに対して1ℓ）投入します。

●溶液を粉塵発生個所等に散布して下さい。

　重機による解体工事（圧砕工法）現場で濃度0.1％溶液を散布しデジタル粉塵計

※0.1％未満の場合は効果を発揮しません。

●投入後、十分に撹拌し1000倍希釈溶液を作製します。

※撹拌によりタンク等内に多量の泡が発生した場合は消泡剤を投入して下さい。

※当社推奨消泡剤　サンノプコ㈱　SNデフォーマー1230V　（添加量：0.01％）
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解体建物概要

RC造5階建

W31.8ｍ Ｂ10.2ｍ Ｈ14.0ｍ



〒158-0086　東京都世田谷区尾山台１－１７－１６

「近隣の味方チリトール」は㈱テクノエコの登録商標です（登録番号第６１２５６７９号）

・火災時には、炭酸ガス、粉末または泡消火器で初期消火に当たり、火災が広がった

　場合は、泡消火剤または多量の噴霧水で消化して下さい。

・飲み込んだ場合は口をすすいで下さい。無理に吐かせないで下さい。

・吸入した場合は空気の新鮮な場所で、呼吸しやすい姿勢で休息させて下さい。

・皮膚に付着した場合は多量の水と石鹸で洗ってください。

・眼に入った場合水で数分間注意深く洗って下さい。次にコンタクトレンズを着用し
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　ていて容易に外せる場合は外して下さい。その後も洗浄を続けて下さい。

・暴露または暴露の懸念がある場合は医師の診断／手当を受けて下さい。

・容器を密閉して換気の良い場所で保管して下さい。

・都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託処理して下さい。

・取り扱う前に、「安全データシート」をよくお読みのうえ作業してください。

・炎および高温のものから遠ざけてください。

・飲み込んだり、吸い込んだり、眼、皮膚に触れないようにし、取り扱い中は、保護

　眼鏡、保護手袋、保護マスクなどの適当な保護具を着用して下さい。

・取扱い後は、手、顔などをよく洗い、うがいをして下さい。

・環境への放出は避けて下さい。

警　告

・飲み込むと有害

・強い眼刺激

・水生生物に有毒

＜取り扱い注意＞

http://www.t-eco.com


